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１ はじめに 
本稿では、群馬方言に関する研究史について整理を行う。整理の中心となる期間は、1970
年以降である。 
研究史をたどる基礎となる印刷資料は『国語年鑑』（昭和 55年版（1980）～2008 年版）
である。『国語年鑑』の第二部「文献」の刊行図書一覧及び雑誌論文一覧の「方言・民俗」
「コミュニケーション」等から抜粋する。なお、日本方言研究会発表原稿集については、
日本方言研究会のＨＰを参照して発表題目を加える。また、電子情報資料として CiNii を使
用する。CiNii は、日本の学術論文を中心にした論文情報を提供するシステムである。CiNii
上のキーワードは、「群馬（ぐんま）」と「方言」である。 
 
 
２ 1970年以前 
 柳田國男の「方言周圏論」に始まる日本の言語地理学は、グロータース神父、柴田武、
徳川宗賢の糸魚川流域の言語地理学調査（1957 年）に真の始まりがあるともいわれる。一
方、群馬県の言語地理学では、上野勇による『方言地理学の方法‐赤城南麓方言分布‐』
がすでに 1941 年に出版されている。1970 年以前は、上野勇の研究が中心と言えよう。上
野勇は 1911年、東京の生まれ。大間々農業学校、沼田高等学校、沼田女子高等学校等の教
員の傍ら、国立国語研究所地方研究員も務め、群馬県方言の研究に取り組んだ研究者であ
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 66 
る。 
上野勇『ことばの話』は、昭和 20 年代前半に、群馬県の児童・生徒のために、方言を扱
った国語教材である。片足跳びやお手玉など子どもの遊びにまつわる群馬県の方言分布に
ついて述べている。まえがきに「私たちのことばは、せまい國語教室にとじこめられて、
きゆうくつな日を送って来ました。これからは青空の下で、明るい日の光をあびて、楽し
くことばの勉強をしたいものです」とある。戦後間もない時期に地元の方言を知ることの面白
さ、楽しさを子どもたちに知らしめようとする点で、群馬県における国語教育の歴史上、貴重な資料
と言えよう。 
秋田薫『上州ことば』は、昭和 38年 1月から 1年間の朝日新聞群馬版での連載を整理・
補正し出版されたものである。著者は連載を担当した記者である。2 部構成で、「第 1 部．
上州ことばとは」では、ことばの特徴、べいことば、接頭語、接尾語の 4 項目についての
分かりやすい解説がある。「第 2部．ことばあれこれ」は、初春、早春、春、初夏、夏、秋、
冬と季節に沿って上州のことばが紹介されている。ことばの意味はもちろんのこと、使用
地域、使用場面、使用例が載せられている。語源についても細かく書かれている。 
脇屋真一『あちゃがら漫筆 吾妻町方言誌』は、吾妻町教育委員会により著者を中心に
製作された「吾妻町方言採集ノート」（昭和 42 年）に補足・修正がなされ、さらに著者に
より解説が加えられて書き下ろされたものである。「あちゃ」「がら」とはともに吾妻地方
の代表的方言とされ、本書によれば、「あちゃ」とは「それでは、そんなら」、「がら」とは
「つい、うっかり」という意味である。あとがきには、「吾妻町（中之条町も同じ）の方言
のみを誌したが、これは殆ど郡下一円に用いられる言葉である」とある。アクセント記号
と索引が付されているのは、地方の方言集としては珍しく貴重である。 
以下は 1970年以前の群馬方言に関する研究及び出版の主なものである。 
 
1941 年 
・上野勇『方言地理学の方法‐赤城南麓方言分布‐』広川書店 
1948 年 
 ・上野勇『ことばの話』上毛民俗の會・煥乎堂 
・金田一春彦「群馬県下のアクセント」『季刊国語』3 
・中沢正雄「群馬県の音韻とその分布」『季刊国語』3 
1961 年 
・上野勇「方言の実態と共通語化の問題点‐群馬・埼玉」『方言学講座』2 
  1964年 
   ・秋田薫『上州ことば』朝日新聞社前橋支局 
1965 年 
・上野勇「赤城南麓の方言分布について」第 2回日本方言研究会発表 
1969 年 
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・脇屋真一『あちゃがら漫筆 吾妻町方言誌』吾妻郡吾妻町教育委員会 
 
 
３ 1970年代 
 1970年代は、日本の方言学では『日本言語地図』（LAJ）の刊行（1967年に第 1巻、1975
年に全 6巻が完結）の時代である。 
群馬県では、民俗学者・都丸十九一『上州の風土と方言』の出版が一般で注目された。「上
州の風土 方言と生活」「自然とのかかわり」「人々のつながり」「すまいと食事」「行動と
状態」「上州のことば」の６章からなる。それぞれの章では、民俗学的視点から上州の方言
を取り上げ、地域ごとの呼び方の違いや使用地域、そのように呼ばれるようになったいき
さつなどが細かに紹介されている。写真や挿絵なども豊富に載せられており、現在では見
ることも尐なくなったものでも実物と方言とを結び付けて読め、目で理解することができ
て分かりやすい。『上州の風土と方言』は 2002 年に上毛新聞社から上毛文庫 49として改訂
版が出版されている。 
星野光儀『ふるさとの言葉 群馬の方言をさぐる』は、吾妻新聞社が同人誌「みやま」
に掲載した文章（昭和 45年 10月～51年 12 月）を整理してまとめたものである。 
以下は 1970年代の群馬方言に関する研究及び出版の主なものである。 
 
1971 年 
・中条修「奥利根藤原方言の音韻」『都大論究』9 
1975 年 
・杉村孝夫「安中市下間仁田方言の形態音韻変化について」『東京都立大学人文学報』
104 
・三沢義信・土屋政江『奥多野残照』煥乎堂 
1977 年 
・上野勇「かまきり方言の変遷－38年間の追跡調査から－」第 24回日本方言研究会
発表 
・都丸十九一『上州の風土と方言』上毛新聞社 
1979 年 
・板倉町史編さん室編『利根川中流域 板倉町周辺の言語(方言)＜板倉町史基礎資料
第 73号＞』板倉町史編さん委員会 
・上野勇「おたまじゃくしの方言－「日本言語地図」のささやかな追跡調査から－」
第 28回日本方言研究会発表 
・星野光儀『ふるさとの言葉 群馬の方言をさぐる』吾妻新聞社 
・山口幸洋 [紹介]「方言談話資料-1-山形・群馬・長野」(国立国語研究所資料集 10)」
『国語学』117 
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４ 1980年代 
 1980年代は、群馬県における方言研究が盛んに行われ始めた年代である。 
 群馬県教育委員会編『群馬の方言』は、昭和 58年度から 3カ年にわたり実施された「各
地方方言収集緊急調査」を元にまとめられたものである。「Ⅰ．群馬県の方言の概観」、「Ⅱ．
各地の方言」、「Ⅲ．方言と昔話」の 3章からなる。「Ⅱ．各地の方言」では、前橋市富田町、
下仁田町土谷沢、吾妻郡六合村、利根郡片品村、邑楽郡大泉町の方言について、音声・音
韻、アクセント、文法などを中心に、自然対話や各地の概観等が収録されている。「Ⅲ．方
言と昔話」では各地点に語り継がれている昔話や伝説が、録音したテープを元に正確に文
字化されており、標準語訳と注釈つきで方言と標準語が比べやすくなっている。 
 上野勇『群馬のことばとなぞ』は、｢群馬のことば」と「群馬のなぞ」の２章からなる。
「群馬のことば」は、雑誌『上州路』に 28 回にわたり連載されたもの再録である。「ひが
んばな」に始まり「星」まで 28の事物についての調査データに基づいた群馬方言に関する
随筆的文章は、言語現象の多様さとある一地域におけるその変遷を追求する筆者の言語地
理学者としての姿勢が伝わってくる。「群馬のなぞ」は、『新上野』『民間伝承』『上毛民俗』
の 3誌に、別々に発表されたものの収録であり、相生村（現桐生市）、多野郡万場町（現神
流町）、利根郡のなぞなぞが採集されている。 
上野勇『利根のことば』は、利根郡および沼田市の四季とりどりのことばのスケッチで
ある。昭和 26年から 33年までの間に著者が執筆した 150編の利根沼田地方のことばに関
する解説を夏・秋・冬・春の順に配列し、昭和 34年に『ことばのスケッチ－利根のことば
－』（高城書店）として刊行したものの再版である。 
1980 年は篠木れい子が群馬県立女子大学の助教授に着任した年である。これにより 1980
年代は、群馬県の方言研究の拠点が群馬県立女子大学となった年代でもある。 
 また、1983年には群馬大学教育学部に山県浩が着任し、1980年代後半以降、群馬県の若
年層、大学生世代の言語使用や方言研究に成果をあげた。 
さらには、当時、東京外国語大学助教授の井上史雄も 1970 年代末から 1980 年代にかけ
て群馬大学の集中講義で教鞭をとっている。本稿の著者は、1979 年の集中講義で新方言に
関する講義を受講し大いに影響を受け、卒業論文を群馬の新方言をテーマにまとめた。そ
れが佐藤髙司・井上史雄 1981「関東北部における「新方言」」『日本方言研究会第 32 回
研究発表会発表原稿集(昭和 56･5･22甲南女子大学)』につながる。 
以下は 1980年代の群馬方言に関する研究及び出版の主なものである。 
 
1980 年 
   ・上野勇編「新治の方言・訛語」『新治村史料集 3』 
・上野勇編「同一個人の語彙の変化」『日本方言研究会第 31 回研究発表会発表原稿
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集(昭和 55･10･24信州大学)』 
・都丸十九一『上州ことわざ風土記』上毛新聞出版局 
・吉田金彦「方言語彙の語構成研究－群馬方言のカガヤクについて―」『日本方言研
究会第 30回記念公演会・研究発表会発表原稿集(昭和 55･5･23学習院大学)』 
1981 年 
・佐藤髙司・井上史雄「関東北部における「新方言」」『日本方言研究会第 32回研
究発表会発表原稿集(昭和 56･5･22甲南女子大学)』 
1982 年 
・佐藤髙司「関東北部における「新方言」」『語学と文学（群馬大）』21 
・塚越真一『倉渕のことば・稿（倉渕村の方言・訛語と卑語しらべ・稿）』 
1983 年 
・上野勇『利根のことば』（昭和 34の再刊）国書刊行会 
・上野勇「ぱちんこの方言」『日本方言研究会第 37 回研究発表会発表原稿集（富山
大学)』 
・神田潤子「群馬方言における文末表現の研究「ねえ」相当の文末表現」『群馬県
立女子大国文学研究』3 
1984 年 
・篠木れい子「群馬県館林市方言のアクセント(1):曖昧アクセントの研究」『群馬県
立女子大学紀要』4 
・杉村孝夫「群馬の方言」『講座方言学 5 関東地方の方言』 
・東京成徳短期大学方言研究会編『「秋山記行」の俚言調査報告 ; 北部群馬言語調
査報告』東京成徳短期大学方言研究会 
1985 年 
・中林妙子「方言の共通語化と場面差 前橋市横手町方言の連母音アイの融合から」
『國學院雑誌』86-1 
・中林妙子「連母音アイの融合 前橋市南部地域方言の場合」『国語研究（国学院
大学）』48 
・中林妙子「加熱料理動作の認識・変遷－群馬県前橋市南部地域方言を中心に－」『日
本方言研究会第 41回研究発表会発表原稿集（宮城学院女子大学)』 
1986 年 
・有川美亀男「特集・方言と昔がたり－方言の親しさ」『上州路』151 
・井田安雄、伊藤信吉、篠木れい子、上野勇「特集・方言と昔がたり－〈座談会〉
方言よもやま話」『上州路』151 
・伊藤信吉「特集・方言と昔がたり－詩人たちの方言」『上州路』151 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 70 
・桜井珠江「群馬県西部方言における文末詞の研究 社会言語学的視点から」『群
馬県立女子大学国文学研究』6 
・都丸十九一「特集・方言と昔がたり－方言と地名」『上州路』151 
・中林妙子「加熱料理動作の意味構造の変遷:群馬県前橋市南部地域方言を中心に」
『國語學』146 
1987 年 
・群馬県教育委員会編『群馬の方言』群馬県教育委員会 
・国立国語研究所『方言談話資料 9場面設定の対話』秀英出版。国立国語研究所『方
言談話資料 10場面設定の対話』秀英出版 
・東京成徳短期大学国文科演習「言語地理学」グループ編『カマキリなど 15語の共
通語化調査』東京成徳短期大学国文科 
・山県浩「群馬県の若年層における方言使用の実態:方言使用に対する規範意識研究
序説」『群馬大学教育実践研究』4 
1988 年 
・上野勇『群馬のことばとなぞ』煥乎堂 
・山県浩「群馬方言における「地方共通語」:大学生の場合」『群馬大学教育学部紀
要.人文・社会科学編』37 
・山県浩「方言使用に対する規範意識の実態・続攷:回答者の属性との関連性」『文
獻探究』21 
1989 年 
・東京成徳短期大学国文科演習「言語地理学」グループ編『カエルなど 20語の共通
語化調査』東京成徳短期大学国文科 
・東京成徳短期大学国文科演習「言語地理学」グループ編『アヤトリなど 29語の共
通語化調査』東京成徳短期大学国文科 
・山県浩「進学に伴う方言行動・方言意識の変化」『群馬大学教育学部紀要. 人文・
社会科学編』39 
 
 
５ 1990年代 
 1990年代は、群馬方言に関する出版物が盛んに出版された年代である。 
 まず、群馬方言の概説書として、平山輝男・古瀬順一編『群馬県のことば』がある。同
書は、平山輝男を代表編集者とする「日本のことばシリーズ」のうちの 1冊で、群馬県版
である。5章からなる。編者の古瀬順一は方言学者で、1987年に群馬大学に赴任した。「Ⅰ．
総論」では、群馬県方言の特色が音声、アクセント、イントネーション、文法等にまとめ
られ、群馬方言の入門として最適である。「Ⅲ．方言基礎語彙
い
」は、群馬県方言辞典として
Mar. 2011 群馬方言研究史 
―1970年以降を中心に― 
71 
の役割を持つ。ほかに「Ⅱ．県内数地点の特徴」、「Ⅳ．俚言
り げ ん
」、「Ⅴ．生活の中のことば」
の３章がある。各地域のことばの特色を、地域性・生活習慣なども考慮に入れて解説が加
えられ、地域のことばの全容が体系的にまとめられている。 
また、篠木れい子の代表作である『群馬の方言－方言と方言研究の魅力－』も 1994 年に
出版された。4章からなりⅠ章とⅣ章に「方言と方言研究の魅力」という題名を織り込み、
群馬県立女子大学教授である筆者の方言（研究）への思いがつづられている。「Ⅱ章．方言
と生活」は、「方言語彙
い
が地域文化あるいは生活文化を語っている」という筆者の主張を示
す章である。「Ⅲ章．群馬方言の特色」は、群馬県方言概説であるが、特に、「群馬県方言
の文法」のベイことばの考察ではベイの歴史や変化が論理的に述べられており興味深い。
ことばが生活諸相の反映であり、生活現実と生活感情とが言語形成の基本という筆者の視
点がある。 
さらに、加藤鶴男編『群馬のことば』は、群馬方言の概説書ではないが、隔月刊『群馬
歴史散歩』の連載「録音版 群馬のことば 話し言葉の文字化の試み」を中心にまとめら
れたものである。著者は実際に群馬県内各地を巡り、話しことばを録音し文字化している。
タイトルごとに収録日、話し手の住所、年齢などが付け加えられており、貴重な言語資料
である。「中毛編」、「北毛編」、「両毛編」、「東毛編」、「昔話編」の５章からなる。「昔話編」
は、NHK 前橋放送局 FM ラジオ放送と民話の発表会での収録によるもので、前橋市、太
田市、妙義町（現富岡市）、片品村、水上町・新治村（現みなかみ町）の地域の人による昔
話が紹介されている。 
群馬方言の概説書のほかに、群馬県内各地の方言を扱った出版物も多かった。 
 中条修・篠木れい子著、六合村教育委員会編『六合村の方言』は、六合村教育委員会の
依頼により昭和 61年から平成 2年にかけて同村で行われた言語調査の報告書である。6章
からなる。第 3章では、六合村方言の音韻・アクセント・文法体系を解説する。第 4章で
は、高年層から若年層へことばが変化する様子を方言地図を多用し記述・考察し、また語彙
い
体系や特徴的語彙について論述している。関東平野の最奥に位置する六合村には、群馬方
言のみならず日本語の歴史を見るときに貴重な方言が残っている。 
伊藤信吉『マックラサンベ 私の方言 村のことば』は、群馬県出身（明治 39 年生）の
詩人・伊藤信吉による群馬方言に関する 26編のエッセイである。「マックラサンベ」とは、
21 番目のエッセイで扱われており、「まっしぐら」という意味の方言である。副題の「私
の方言 村のことば」の村は氏の出身地の群馬郡元総社村（現前橋市）を指す。「自分でし
ゃべり、自分の耳で聴いた村ことば千萬言が、既うはや跡方なく消亡する。間もなく私そ
のものが消亡する。ことばのいのち、人間のいのち。仕方ねえや。ショウ（仕様）ガネエ
や。」というまえがきに当たる文章に象徴されるように、自らの母語である群馬方言を慈し
むような文章であふれている。 
中嶋敏夫『桐生のことば』は、著者が上野勇の教え子である。著者である中嶋敏夫は、
桐生市にて家業の織物業の傍ら、小学校時代の恩師である上野勇の影響を受け、昭和 48 年
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ごろから「急速に消えていく桐生の言葉を残したい」と方言収集を始めた。地方紙「桐生
タイムス」には平成 8年 7月 4日から 10 月 26日まで「桐生のことば」を連載した。本著
はその連載を刊行したものである。前半では五十音順に桐生の方言約 2000 語が説明されて
いて、桐生方言辞典として活用できる。後半には現在ではあまり見られなくなった著者の
尐年時代の桐生の子どもの遊びや歌がいきいきとした挿絵とともに紹介されている。 
 以下は 1990 年代の群馬方言に関する研究及び出版の主なものである。 
 
1990 年 
・東京成徳短期大学国文科演習「言語地理学」グループ編『桑の実など 34語の共通
語化調査』東京成徳短期大学国文科 
1991 年 
・篠木れい子「群馬県吾妻郡六合村入山世立における祝言のあいさつ」『方言資料
叢刊』1 
・篠木れい子編著『中里村の方言』中里村教育委員会 
・中条修；篠木れい子著・六合村教育委員会編『六合村の方言』六合村教育委員会 
1992 年 
・篠木れい子「群馬県吾妻郡六合村入山世立方言における身体感覚を表すオノマト
ペ」『方言資料叢刊』2 
・山県浩「高校生の方言行動・方言意識の諸相:群馬県北西部地域の場合」『群馬大
学教育学部紀要. 人文・社会科学編』41 
・山県浩「高校進学に伴う方言行動・方言意識の変化相 群馬県北西部地域の場合」
『語学と文学(群馬大学)』28 
1993 年 
・伊藤信吉『マックラサンベ 私の方言 村のことば』川島書店 
・大橋勝男「「群馬県吾妻郡六合村の方言」六合村教育委員会編,「長野県史 方言編
(全 1)」長野県編,「大分県史 方言篇」大分県総務部総務課編」『国語学』174 
・篠木れい子「群馬県藤岡市中大塚方言の比喩語について」『方言資料叢刊』3 
・佐藤髙司「新方言の使用における男女差--群馬(及び栃木の一部)の高校 2年生のア
ンケ-ト調査から」『計量国語学』19(1) 
・佐藤髙司『《新方言》の動向－北関東西部における高校生のことばの研究』私家
版 
・山県浩「近世後期の群馬方言資料:群馬方言語史の試み」『群馬大学教育学部紀要.
人文・社会科学編』42 
1994 年 
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・新井小枝子「群馬県藤岡市中大塚方言のアスペクト」『方言資料叢刊』4 
・篠木れい子『群馬の方言－方言と方言研究の魅力－』上毛新聞社 
・篠木れい子「群馬方言における意志・勧誘・推量表現の考察「ベイことば」の諸
相と変化を中心に」『群馬県立女子大学紀要』15 
・中嶋敏夫『桐生のことば』桐生タイムス社 
・中条修「方言変化に見られる言語動向 静岡県および群馬県の方言調査から」『静
岡大学教育学部研究報告 人文・社会科学編』44 
1995 年 
・新井小枝子「群馬県吾妻郡六合村方言における養蚕語彙 養蚕語彙体系の記述方
法と考察」『群馬県立女子大学国文学研究』15 
・井上史雄；篠崎晃一；小林隆；大西拓一郎編『関東方言考 2 群馬県・埼玉県・千
葉県・神奈川県<日本列島方言叢書 6>』ゆまに書房 
・篠木れい子「群馬県藤岡市中大塚方言の否定の表現」『方言資料叢刊』5 
・篠木れい子「群馬方言アクセントの特徴とその変化－吾妻郡六合村方言の 3拍名
詞を中心に」『東日本の音声 論文編 4 主要都市多人数調査（弘前市・仙台市）
報告』 
1996 年 
・群馬県吾妻教育会編『群馬県精髄吾妻郡誌』千秋社 
・佐藤髙司「東京の新表現が地方に普及するときの社会的要因 : 前橋・高崎(群馬県)
での新方言使用の比較から」『上越教育大学国語研究』10 
・篠木れい子「群馬県藤岡市中大塚方言の助数詞」『方言資料叢刊』6 
・本多龜三『群馬県甘楽郡史（復刻）』千秋社 
・山口幸洋「群馬県館林アクセントの特質」『静大国文<国文談話会報>』38 
1997 年 
・河内秀樹「群馬県館林市方言の待遇表現」『方言資料叢刊』7 
・佐藤髙司『関東及び新潟地域における新表現の社会言語学的研究』私家版 
・平山輝男・古瀬順一『群馬県のことば』明治書院 
・『群馬県精髄山田郡誌（復刻）』千秋社 
1998 年 
・井田安雄『くらしの中の伝承 : 上州のことばと民俗』三弥井書店 
・加藤鶴男編『群馬のことば』みやま文庫 150 
・佐藤髙司「東京・新潟間における中学生の方言使用意識」『上越教育大学国語研
究』12 
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６ 2000年以降 
 方言は、「矯正されるべきもの」「蔑視されるもの」の時代から、20 世紀後半から末にか
けて「保護されるべきもの」となった。共通語化が進み、方言は言語スタイルに姿を変え
たのである。さらに、21世紀の現在、東日本では、共通語の中に適当に投入し対人関係上、
心理的効果を発揮する「要素」として「楽しむもの」の傾向が見られるようになっている。 
 群馬県の方言関係の出版物においても「保護されるべきもの」から「楽しむもの」の傾
向がみられる。 
 まず、「保護されるべきもの」としての出版物では、都丸十九一著・北橘村ほのぼの方言
刊行会編『ほのぼの方言』がある。本書は、北橘村広報『たちばな』平成 3 年 4 月号から
平成 14年 1月号までに連載された都丸十九一執筆の「ほのぼの方言」130 編を、都丸没後、
北橘村の有志により刊行会が組織され刊行されたものである。忘れられてしまった方言、
懐かしいひびきのする方言、今でもよく使う方言など、北橘村に根付いたさまざまな方言
が親しみやすい文章で紹介されている。巻末には、『北橘村誌』第８節．方言（都丸執筆）
から「村のことば」が転載されている。都丸十九一は群馬県内小・中学校に勤務する傍ら
群馬県の民俗学・方言学の研究に取り組み、著書も多数ある。 
また、大塚史朗『ふるさとひろって : 群馬方言詩集』も「保護されるべきもの」として
の出版物にあたるであろう。本書は、群馬県に生まれ、今も群馬県に生きる詩人による方
言詩集である。「ピイピイグサ」「ヘッチョイ」「イイアンベエダイノウ」の 3 部からなり、
25 編の詩が収められている。25 編の詩の題名は、植物、昆虫、小動物から感情表現まで、
すべて群馬方言（俚言
り げ ん
）でカタカナ表記である。あとがきに、「過ぎ去った時代に生きて来
た人々のぬくもりと共
とも
にことばをなつかしんでいただければ幸いである」とあるとおり、
昭和の時代の群馬県の各地の農村に当たり前に見かけた風景や会話がよみがえる。著者は
1935 年生まれ、吉岡町在住である。  
次に、「楽しむもの」としての出版物では、遠藤隆也の一連の書籍がある（2001年『面白
かんべェ上州弁』、2002年『続 面白かんべェ上州弁』、2004年『続々 面白かんべェ上
州弁』、2006年『上州弁読本』）。『面白かんべェ上州弁』シリーズは、筆者自身が編集・
発行するタウン誌に連載した方言エッセーをまとめたものである。群馬の方言を一つ一つ
独自に、丁寧に楽しく解説している。その方言がどの場面で使われるのかを物語風に説明
したり、著者が実際に聞いたことなども書かれていたりと、方言の親しみやすさに加え平
易な文体で読み物として面白い。読書離れの若者にも読みやすいだろう。『面白かんべェ
上州弁』は 116コラム、『続 面白カンベェ上州弁』には 95コラム、『続々 面白かんべェ
上州弁』には 92コラムが収録されている。『上州弁読本』は、シリーズ 3冊が主に方言語
彙がテーマのエッセイ集であったのに対し、上州弁の傾向や特徴ごとにまとめられている。
「1章．音声・音韻転訛
て ん か
」「2章．文法転訛」「3章．上州弁の七不思議」「4章．上州の風土
と自然」「5章．上州から視
み
る上州人気質」の 5 章からなる。本著の後半には、「上州のこと
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ば」という題で約 5000 語が 50音順に掲載され、辞書として活用が可能である。 
 方言研究の面では、篠木れい子や新井小枝子による語彙調査・研究が盛んに行われてお
り、新井小枝子氏の養蚕語彙に関する研究成果が多い。 
また、2006 年には、方言の分布を地図に描き、それを解釈して「ことばの歴史」を明ら
かにしていこうとする「言語地理学（言語層位学）」を専門とする高橋顕志が広島大学から
群馬県立女子大学に教授として赴任した。群馬方言において、社会言語学的研究や計量言
語学的な視点の研究が今後広がっていくことが期待される。 
以下は 2000年代の群馬方言に関する研究及び出版の主なものである。 
 
2000 年 
・新井小枝子「群馬県藤岡市中大塚方言の副助詞」『方言資料叢刊』8 
・新井小枝子「養蚕語彙の研究 意味分野《蚕》《桑》《繭》の造語法をめぐって」
『方言語彙論の方法』〈研究叢書 250〉 
・伊藤信吉『マックラサンベ 私の方言 村ことば』川島書店 
・水野理津子「群馬県吾妻町の方言調査」『学海』16 
2001 年 
・遠藤隆也『面白かんべェ上州弁』ブレーン・オフィス 
・大橋勝男「日本諸方言についての記述的研究(39)群馬県群馬郡箕郷町(みさとまち)
松之沢(まつのさわ)方言について」『新潟大学教育人間科学部紀要』人文・社会科
学編 3(2) 
・塚越真一『倉渕のことば』 
2002 年 
・遠藤隆也『続 面白かんべェ上州弁』ブレーン・オフィス 
・大塚史朗『ふるさとひろって : 群馬方言詩集』あさを社 
・館林市教育委員会；館林市立図書館編『館林のことば〈館林双書 30〉』館林教育委
員会 
・都丸十九一著・上毛新聞社編『上州の風土と方言〈上毛文庫 49〉改訂版』上毛新
聞社 
2003 年 
・国立国語研究所編『全国方言談話データベース 日本のふるさとことば集成 7 群
馬・新潟〈国立国語研究所資料集 13-7〉』国書刊行会 
2004 年 
・都丸十九一著・北橘村ほのぼの方言刊行会編『ほのぼの方言』「ほのぼの方言」
刊行会 
・篠木れい子「特集；祭りのことば－群馬の祭り 「まつり」と生活」『日本語学』
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23-14 
・遠藤隆也『面白かんべェ上州弁 続々』プレーン・オフィス 
2005 年 
・新井小枝子「養蚕語彙における〈蚕の活動〉に関する語彙--語彙体系と単語化の実
態」『国語学研究』44 
・新井小枝子「養蚕語彙による比喩表現--群馬県藤岡市方言における「ズー」を中心
に」『言語と文芸』122 
・群馬県立女子大学編『群馬学の確立にむけて : 群馬学連続シンポジウム』上毛新
聞社出版局 
・新井小枝子「群馬県藤岡市方言における「養蚕語彙」の比喩表現」『日本方言研究
会第 80回研究発表会発表原稿集（甲南大学)』 
2006 年 
・新井小枝子「群馬県方言における養蚕の<場所>を表す語彙 語彙体系と造語法に
ついて」『国語学研究』45 
・新井小枝子「養蚕語彙における〈飼育期別蚕〉を表す語彙」『語彙研究』4 
・新井小枝子「群馬県藤岡市中大塚方言の立ち上げ詞」『方言資料叢刊』9 
・新井小枝子「群馬県方言における養蚕の<場所>を表す語彙(口頭発表・午前の部,
日本語学会 2005年度秋季大会研究発表会発表要旨) 」『日本語の研究』2(2) 
・遠藤隆也『上州弁読本』プレーン・オフィス 
2007 年 
・新井小枝子「群馬県藤岡市方言における「養蚕語彙」の比喩表現」『日本語科学』
21 
・群馬県立女子大学編『群馬のことばと文化』群馬県立女子大学 
・佐藤髙司「各都道府県版「方言と共通語」教材開発・作成のすすめ ―方言研究の
国語教育への貢献として―」『日本方言研究会第 84回研究発表会発表原稿集（関西
大学)』 
・佐藤髙司「自校独自教材「方言と共通語」作成のすすめ--群馬県内全小学校・国語
部会の先生方への提案」『共愛学園前橋国際大学論集』7 
2008 年 
・萩原孝恵「人間関係と接続詞のスタイルシフト ―大学生・大学院生世代の雑談時
の接続詞の使い方―」『群馬大学留学生センター論集』7 
・加藤和夫、佐藤和之、中井 精一、馬瀬良雄、石井正彦、宇佐美まゆみ、高橋顕志
「地域の学としての方言研究(<テーマ B>,日本語学会 2008年度春季大会シンポジ
ウム報告) 」『日本語の研究』4(4) 
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2009 年 
・佐藤高司『地図とグラフで見るぐんまの方言』上毛新聞社事業局出版部 
2010 年 
・篠木れい子「峠をめぐって--方言分布と生活 (群馬県立女子大学国語国文学会主催 
「行き交う人びと、行き交うことば」連続講演録集) 」『群馬県立女子大学国文学
研究』30。 
・新井小枝子『養蚕語彙の文化言語学的研究』ひつじ書房 
 
 
７ おわりに 
群馬方言研究史について、1970年代以降現在までを中心に概観した。 
群馬方言研究に関して、数多くの先人たちの研究、努力に触れ、改めてその偉大さを感
じた。また、絶えることのない方言研究の流れに、群馬方言自体の魅力、方言研究の魅力
が尽きないことを強く感じた。 
限られた資料をもとにしたためそれぞれの研究のすべてを振り返ることはできていない。
論文名・書名のみにしかあたれなかった研究も多数ある。今後、多くの方からご指摘、ご
指導を賜り、筆者の誤りや思い違い等を補いつつ研究を深めていきたい。本稿が今後、群
馬方言研究を志す方々の手助けとなれば幸いである。 
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